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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月12日(2012.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
第一のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよびプライマーオリゴヌクレオチドを含む
、Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイにおいて使用するためのオリゴヌクレオチドのセッ
トであって、
　前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約３６４－４
４０のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットにし
、
　前記プライマーオリゴヌクレオチドが、Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲッ
トにし、および
　前記増幅アッセイにおいて使用される前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび
前記プライマーオリゴヌクレオチドが、増幅すべき前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列の逆ス
トランドをターゲットにする、オリゴヌクレオチドのセット。
【請求項２】
第二のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドであって、その配列が、前記第一のＴ７プロ
バイダーオリゴヌクレオチドと一部重複するが、１つ以上のＬｉｓｔｅｒｉａ種の塩基配
列間でミスマッチが存在する位置において１つ以上の塩基が異なるものである第二のＴ７
プロバイダーオリゴヌクレオチドをさらに含む、請求項１に記載のオリゴヌクレオチドの
セット。
【請求項３】
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの第一のものが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌ
クレオチド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補
的であるヌクレオチド位置にアデニンを含み、および
　前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの第二のものが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの
ヌクレオチド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相
補的であるヌクレオチド位置にグアニンを含む、
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請求項２に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
【請求項４】
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、大腸菌１６Ｓ　ｒ
ＲＮＡの約３９８－４１７のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の
配列をターゲットにする、請求項２または３に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
【請求項５】
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つの塩基配列が、配列番
号８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５の塩基配列およびそれらの相補配列から
選択される塩基配列を含む、請求項２～４のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドの
セット。
【請求項６】
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの前記第一のものの塩基配列が、配列番号１３
の塩基配列またはその相補配列を含み、および前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチド
の前記第二のものの塩基配列が、配列番号１４の塩基配列またはその相補配列を含む、請
求項３に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
【請求項７】
前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約４３９－
５０５のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットに
する、請求項１～６のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
【請求項８】
前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約４８０－
５０１のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットに
する、請求項７に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
【請求項９】
前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１６、１７、１８、１９、２
０、２１、２２、２３の配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を含む、請
求項７に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
【請求項１０】
前記第一のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１３の塩基配列
またはその相補配列を含むかあるいは配列番号１４の塩基配列またはその相補配列を含み
、および前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２３の塩基配列また
はその相補配列を含む、請求項１または請求項２に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
【請求項１１】
検出オリゴヌクレオチドをさらに含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載のオリゴヌ
クレオチドのセット。
【請求項１２】
前記検出オリゴヌクレオチドが分子トーチオリゴヌクレオチドであり、前記トーチオリゴ
ヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２４、２５、２６、２７、２８の配列およびそれら
の相補配列から選択される塩基配列を含む、請求項１１に記載のオリゴヌクレオチドのセ
ット。
【請求項１３】
ブロッカーオリゴヌクレオチド、ターゲット捕捉オリゴヌクレオチドまたはヘルパーオリ
ゴヌクレオチドのうちの１以上をさらに含む、請求項１～１２のいずれか一項に記載のオ
リゴヌクレオチドのセット。
【請求項１４】
前記ブロッカーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１、２、３、４、５、６、７
の配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を含む、請求項１３に記載のオリ
ゴヌクレオチドのセット。
【請求項１５】
前記ターゲット捕捉オリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２９、３０、３１、３２
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、３３、３４、３５、３６の配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を含む
、請求項１３に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
【請求項１６】
配列番号１３の塩基配列またはその相補配列を含む第一のＴ７プロバイダーオリゴヌクレ
オチドと、配列番号１４の塩基配列またはその相補配列を含む第二のＴ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドと、配列番号２３の塩基配列またはその相補配列を含むプライマーオリ
ゴヌクレオチドとを含む、Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイにおいて使用するためのオ
リゴヌクレオチドのセット。
【請求項１７】
検出オリゴヌクレオチドであって、前記検出オリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号
２７の塩基配列またはその相補配列を含む検出オリゴヌクレオチド；あるいは
ブロッカーオリゴヌクレオチドであって、前記ブロッカーオリゴヌクレオチドの塩基配列
が、配列番号６の塩基配列またはその相補配列を含む、ブロッカーオリゴヌクレオチド；
あるいは
ターゲット捕捉オリゴヌクレオチドであって、前記ターゲット捕捉オリゴヌクレオチドの
塩基配列が、配列番号３１またはその相補配列である、ターゲット捕捉オリゴヌクレオチ
ド；
のうちの１つ以上をさらに含む、請求項１６に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
【請求項１８】
２つ以上のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび１つ以上のプライマーオリゴヌク
レオチドを含む、Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイにおいて使用するためのオリゴヌク
レオチドのセットであって、
　Ｌ．ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ、Ｌ．ｉｎｎｏｃｕａ、Ｌ．ｇｒａｙｉ、Ｌ．ｉｖａ
ｎｏｖｉｉ、Ｌ．ｗｅｌｓｈｉｍｅｒｉ、Ｌ．ｍｕｒｒａｙｉ、およびＬ．ｓｅｅｌｉｇ
ｅｒｉが、前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイ条件下で増幅されるように、前記２つ
以上のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび前記１つ以上のプライマーオリゴヌク
レオチドが構成および配列され；
　Ｂｒｏｃｈｏｔｈｒｉｘ　ｔｈｅｒｍｏｓｐｈａｃｔａおよびＥｒｙｓｉｐｅｌｏｔｈ
ｒｉｘ　ｒｈｕｓｉｏｐａｔｈｉａｅが、前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイ条件下
で実質的に増幅されないように、前記２つ以上のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドお
よび前記１つ以上のプライマーオリゴヌクレオチドが構成および配列される、オリゴヌク
レオチドのセット。
【請求項１９】
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの第一のものが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌ
クレオチド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補
的であるヌクレオチド位置にアデニンを含み、および
　前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの第二のものが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの
ヌクレオチド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相
補的であるヌクレオチド位置にグアニンを含む、
請求項１８に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
【請求項２０】
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つの塩基配列が、大腸菌
１６Ｓ　ｒＲＮＡの約３９８－４１７のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核
酸領域内の配列をターゲットにする、請求項１８または１９に記載のオリゴヌクレオチド
のセット。
【請求項２１】
前記第一のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１３の塩基配列
またはその相補配列を含み、および前記第二のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの塩
基配列が、配列番号１４の塩基配列またはその相補配列を含む、請求項１９に記載のオリ
ゴヌクレオチドのセット。
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【請求項２２】
前記プライマーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約４８０－５０１のヌ
クレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットにする、請求
項１８～２１のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
【請求項２３】
前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２３の塩基配列またはその相
補配列を含む、請求項１８～２２のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
【請求項２４】
検出オリゴヌクレオチドをさらに含む、請求項１８～２３に記載のオリゴヌクレオチドの
セット。
【請求項２５】
請求項１～２４のいずれか一項に記載のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよびプラ
イマーオリゴヌクレオチドを含む、Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイにおいて使用する
ためのキット。
【請求項２６】
検出オリゴヌクレオチド、ブロッカーオリゴヌクレオチド、ヘルパーオリゴヌクレオチド
またはターゲット捕捉オリゴヌクレオチドのうちの１以上をさらに含む、請求項２５に記
載のキット。
【請求項２７】
前記検出オリゴヌクレオチドがトーチオリゴヌクレオチドであり、前記トーチオリゴヌク
レオチドの塩基配列が、配列番号２４、２５、２６、２７、２８の塩基配列およびそれら
の相補配列から選択される塩基配列を含む、請求項２６に記載のキット。
【請求項２８】
前記ブロッカーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１、２、３、４、５、６、７
の塩基配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を含む、請求項２６に記載の
キット。
【請求項２９】
前記ターゲット捕捉オリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２９、３０、３１、３２
、３３、３４、３５、３６の塩基配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を
含む、請求項２６に記載のキット。
【請求項３０】
請求項１～１０および１２～２４のいずれか一項に記載のＴ７プロバイダーオリゴヌクレ
オチドおよびプライマーオリゴヌクレオチドを含むオリゴヌクレオチドのセットを使用し
て核酸増幅アッセイを行うことおよび検出工程を行って、前記サンプル中のＬｉｓｔｅｒ
ｉａの存在または不在の指標として前記増幅アッセイからの産物の存在または不在を同定
することを含む、サンプル中のＬｉｓｔｅｒｉａを検出するための方法。
【請求項３１】
前記オリゴヌクレオチドのセットが検出オリゴヌクレオチドをさらに含む、請求項３０に
記載の方法。
【請求項３２】
前記検出オリゴヌクレオチドがトーチオリゴヌクレオチドであり、前記トーチオリゴヌク
レオチドの塩基配列が、配列番号２４、２５、２６、２７、２８の配列およびそれらの相
補配列から選択される塩基配列を含む、請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
前記オリゴヌクレオチドのセットがブロッカーオリゴヌクレオチド、ターゲット捕捉オリ
ゴヌクレオチドまたはヘルパーオリゴヌクレオチドのうちの１以上をさらに含む、請求項
３０または３２に記載の方法。
【請求項３４】
前記ブロッカーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１、２、３、４、５、６、７
の配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を含む、請求項３３に記載の方法
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。
【請求項３５】
前記ターゲット捕捉オリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２９、３０、３１、３２
、３３、３４、３５、３６の塩基配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を
含む、請求項３３に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本明細書において提供する態様の一部の好ましい実施形態において、前記組成物、キッ
ト、および／または方法は、ヘルパーオリゴヌクレオチドをさらに含むまたは使用するこ
とがある。
　本発明の好ましい実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよびプライマーオリゴヌクレオチドを含む、Ｌｉ
ｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイにおいて使用するためのオリゴヌクレオチドのセットであ
って、
　前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約３６４－４
４０のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットにし
、
　前記プライマーオリゴヌクレオチドが、Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲッ
トにし、および
　前記増幅アッセイにおいて使用される前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび
前記プライマーオリゴヌクレオチドが、増幅すべき前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列の逆ス
トランドをターゲットにする、オリゴヌクレオチドのセット。
（項目２）
第二のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドであって、その配列が、第一のＴ７プロバイ
ダーと一部重複するが、１つ以上のＬｉｓｔｅｒｉａ種の塩基配列間でミスマッチが存在
する位置において１つ以上の塩基が異なるものである第二のＴ７プロバイダーオリゴヌク
レオチドをさらに含む、項目１に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目３）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの第一のものが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌ
クレオチド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補
的であるヌクレオチド位置にアデニンを含み、および
　前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの第二のものが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの
ヌクレオチド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相
補的であるヌクレオチド位置にグアニンを含む、
項目２に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目４）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、大腸菌１６Ｓ　ｒ
ＲＮＡの約３９８－４１７のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の
配列をターゲットにする、項目２または３に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目５）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つの塩基配列が、配列番
号８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５の塩基配列およびそれらの相補配列から
選択される塩基配列を含む、項目２に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目６）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの１つの塩基配列が、配列番号１３の塩基配列
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またはその相補配列を含む、項目２～４のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセ
ット。
（項目７）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの１つの塩基配列が、配列番号１４の塩基配列
またはその相補配列を含む、項目２～４のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセ
ット。
（項目８）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの前記第一のものの塩基配列が、配列番号１３
の塩基配列またはその相補配列を含み、および前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチド
の前記第二のものの塩基配列が、配列番号１４の配列塩基またはその相補配列を含む、項
目３に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目９）
前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約４３９－
５０５のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットに
する、項目１～８のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目１０）
前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約４８０－
５０１のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットに
する、項目１～９のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目１１）
前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１６、１７、１８、１９、２
０、２１、２２、２３の配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を含む、項
目１～９のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目１２）
前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２３の塩基配列またはその相
補配列を含む、項目１～１１のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目１３）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１３の塩基配列または
その相補配列を含み、および前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号
２３の塩基配列またはその相補配列を含む、項目１に記載のオリゴヌクレオチドのセット
。
（項目１４）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つの塩基配列が、配列番
号１３の塩基配列またはその相補配列を含み、前記プライマーオリゴヌクレオチドが、配
列番号２３の配列またはその相補配列を含む、項目２または３に記載のオリゴヌクレオチ
ドのセット。
（項目１５）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１４の塩基配列または
その相補配列を含み、および前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号
２３の塩基配列またはその相補配列を含む、項目１に記載のオリゴヌクレオチドのセット
。
（項目１６）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つの塩基配列が、配列番
号１４の塩基配列またはその相補配列を含み、および前記プライマーオリゴヌクレオチド
の塩基配列が、配列番号２３の塩基配列またはその相補配列を含む、項目２または３に記
載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目１７）
検出オリゴヌクレオチドをさらに含む、項目１～１６のいずれか一項に記載のオリゴヌク
レオチドのセット。
（項目１８）
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前記検出オリゴヌクレオチドが、トーチオリゴヌクレオチドまたはアクリジニウムエステ
ルプローブである、項目１７に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目１９）
前記トーチオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２４、２５、２６、２７、２８の
配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を含む、項目１８に記載のオリゴヌ
クレオチドのセット。
（項目２０）
ブロッカーオリゴヌクレオチドをさらに含む、項目１～１９のいずれか一項に記載のオリ
ゴヌクレオチドのセット。
（項目２１）
前記ブロッカーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１、２、３、４、５、６、７
の配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を含む、項目２０に記載のオリゴ
ヌクレオチドのセット。
（項目２２）
ターゲット捕捉オリゴヌクレオチドをさらに含む、項目１～２１のいずれか一項に記載の
オリゴヌクレオチドのセット。
（項目２３）
前記ターゲット捕捉オリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２９、３０、３１、３２
、３３、３４、３５、３６の配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を含む
、項目２２に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目２４）
ヘルパーオリゴヌクレオチドをさらに含む、項目１～２３のいずれか一項に記載のオリゴ
ヌクレオチドのセット。
（項目２５）
配列番号１３の塩基配列またはその相補配列を含む第一のＴ７プロバイダーオリゴヌクレ
オチドと、配列番号１４の塩基配列またはその相補配列を含む第二のＴ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドと、配列番号２３の塩基配列またはその相補配列を含むプライマーオリ
ゴヌクレオチドとを含む、Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイにおいて使用するためのオ
リゴヌクレオチドのセット。
（項目２６）
検出オリゴヌクレオチドをさらに含み、前記検出オリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列
番号２７の塩基配列またはその相補配列を含む、項目２５に記載のオリゴヌクレオチドの
セット。
（項目２７）
ブロッカーオリゴヌクレオチドをさらに含み、前記ブロッカーオリゴヌクレオチドの塩基
配列が、配列番号６の塩基配列またはその相補配列を含む、項目２５または２６に記載の
オリゴヌクレオチドのセット。
（項目２８）
ターゲット捕捉オリゴヌクレオチドをさらに含み、前記ターゲット捕捉オリゴヌクレオチ
ドが、配列番号３１の塩基配列またはその相補配列を含む、項目２５～２７のいずれか一
項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目２９）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドが、ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核
酸配列に少なくとも９０％相補的である１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項目１、
１３、および１５のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目３０）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、ターゲットとなる
前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に少なくとも９０％相補的である１５～３５のヌクレオチ
ド塩基を含む、項目２～８、１４、１６、または２５～２８のいずれか一項に記載のオリ
ゴヌクレオチドのセット。
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（項目３１）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドが、ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核
酸配列に１００％相補的である１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項目１、１３、お
よび１５のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目３２）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、ターゲットとなる
前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に１００％相補的である１５～３５のヌクレオチド塩基を
含む、項目２～８、１４、１６、または２５～２８のいずれか一項に記載のオリゴヌクレ
オチドのセット。
（項目３３）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドが、１つのミスマッチを伴う１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項
目１、１３、および１５のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目３４）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、１つのミスマッチを伴う１５～３５のヌク
レオチド塩基を含む、項目２～８、１４、１６、または２５～２８のいずれか一項に記載
のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目３５）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドが、２つのミスマッチを伴う１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項
目１、１３、および１５のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目３６）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、２つのミスマッチを伴う１５～３５のヌク
レオチドを含む、項目２～８、１４、１６、または２５～２８のいずれか一項に記載のオ
リゴヌクレオチドのセット。
（項目３７）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドが、３つのミスマッチを伴う１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項
目１、１３、および１５のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目３８）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、３つのミスマッチを伴う１５～３５のヌク
レオチド塩基を含む、項目２～８、１４、１６、または２５～２８のいずれか一項に記載
のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目３９）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドが、４つのミスマッチを伴う１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項
目１、１３、および１５のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目４０）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、４つのミスマッチを伴う１５～３５のヌク
レオチド塩基を含む、項目２～８、１４、１６、または２５～２８のいずれか一項に記載
のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目４１）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドが、５つのミスマッチを伴う１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項
目１、１３、および１５のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目４２）
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ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、５つのミスマッチを伴う１５～３５のヌク
レオチド塩基を含む、項目２～８、１４、１６、または２５～２８のいずれか一項に記載
のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目４３）
２つ以上のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび１つ以上のプライマーオリゴヌク
レオチドを含む、Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイにおいて使用するためのオリゴヌク
レオチドのセットであって、
　Ｌ．ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ、Ｌ．ｉｎｎｏｃｕａ、Ｌ．ｇｒａｙｉ、Ｌ．ｉｖａ
ｎｏｖｉｉ、Ｌ．ｗｅｌｓｈｉｍｅｒｉ、Ｌ．ｍｕｒｒａｙｉ、およびＬ．ｓｅｅｌｉｇ
ｅｒｉが、前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイ条件下で増幅されるように、前記２つ
以上のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび前記１つ以上のプライマーオリゴヌク
レオチドが構成および配列され；
　Ｂｒｏｃｈｏｔｈｒｉｘ　ｔｈｅｒｍｏｓｐｈａｃｔａおよびＥｒｙｓｉｐｅｌｏｔｈ
ｒｉｘ　ｒｈｕｓｉｏｐａｔｈｉａｅが、前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイ条件下
で実質的に増幅されないように、前記２つ以上のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドお
よび前記１つ以上のプライマーオリゴヌクレオチドが構成および配列される、オリゴヌク
レオチドのセット。
（項目４４）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの第一のものが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌ
クレオチド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補
的であるヌクレオチド位置にアデニンを含み、および
　前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの第二のものが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの
ヌクレオチド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相
補的であるヌクレオチド位置にグアニンを含む、
項目４３に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目４５）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つの塩基配列が、大腸菌
１６Ｓ　ｒＲＮＡの約３９８－４１７のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核
酸領域内の配列をターゲットにする、項目４３または４４に記載のオリゴヌクレオチドの
セット。
（項目４６）
前記第一のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１３の塩基配列
またはその相補配列を含み、および前記第二のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの塩
基配列が、配列番号１４の塩基配列またはその相補配列を含む、項目４４に記載のオリゴ
ヌクレオチドのセット。
（項目４７）
前記プライマーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約４８０－５０１のヌ
クレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットにする、項目
４３～４６のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目４８）
前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２３の塩基配列またはその相
補配列を含む、項目４３～４７のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目４９）
検出オリゴヌクレオチドをさらに含む、項目４３～４８に記載のオリゴヌクレオチドのセ
ット。
（項目５０）
Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよびプライマーオリゴヌクレオチドを含む、Ｌｉ
ｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイにおいて使用するためのキットであって、
　前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約３６４－４
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４０のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットにし
、
　前記プライマーオリゴヌクレオチドが、Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲッ
トにし、および
　前記増幅アッセイにおいて使用される前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび
前記プライマーオリゴヌクレオチドが、増幅すべき前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列の逆ス
トランドをターゲットにする、キット。
（項目５１）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌクレオチド位
置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補的であるヌク
レオチド位置にアデニンを含む、項目５０に記載のキット。
（項目５２）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌクレオチド位
置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補的であるヌク
レオチド位置にグアニンを含む、項目５０に記載のキット。
（項目５３）
第二のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドをさらに含む、項目５０に記載のキット。
（項目５４）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの１つが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌクレオ
チド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補的であ
るヌクレオチド位置にアデニンを含む、項目５３に記載のキット。
（項目５５）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの１つが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌクレオ
チド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補的であ
るヌクレオチド位置にグアニンを含む、項目５３に記載のキット。
（項目５６）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの第一のものが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌ
クレオチド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補
的であるヌクレオチド位置にアデニンを含み、および
　前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの第二のものが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの
ヌクレオチド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相
補的であるヌクレオチド位置にグアニンを含む、
項目５３に記載のキット。
（項目５７）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約３９８－４１
７のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットにする
、項目５０～５２のいずれか一項に記載のキット。
（項目５８）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、大腸菌１６Ｓ　ｒ
ＲＮＡの約３９８－４１７のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の
配列をターゲットにする、項目５３～５６に記載のキット。
（項目５９）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つの塩基配列が、配列番
号８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５の塩基配列およびそれらの相補配列から
選択される塩基配列を含む、項目５３に記載のキット。
（項目６０）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの１つの塩基配列が、配列番号１３の塩基配列
またはその相補配列を含む、項目５３、５４または５６のいずれか一項に記載のキット。
（項目６１）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの１つの塩基配列が、配列番号１４の塩基配列
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またはその相補配列を含む、項目５３、５５または５６のいずれか一項に記載のキット。
（項目６２）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの前記第一のものの塩基配列が、配列番号１３
の塩基配列またはその相補配列を含み、および前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチド
の前記第二のものの塩基配列が、配列番号１４の塩基配列またはその相補配列を含む、項
目５６に記載のキット。
（項目６３）
前記プライマーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約４３９－５０５のヌ
クレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットにする、項目
５０～６２のいずれか一項に記載のキット。
（項目６４）
前記プライマーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約４８０－５０１のヌ
クレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットにする、項目
５０～６３のいずれか一項に記載のキット。
（項目６５）
前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１６、１７、１８、１９、２
０、２１、２２、２３の塩基配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を含む
、項目５０～６３のいずれか一項に記載のキット。
（項目６６）
前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２３の塩基配列またはその相
補配列を含む、項目５０～６５のいずれか一項に記載のキット。
（項目６７）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１３の塩基配列または
その相補配列を含み、および前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号
２３の塩基配列またはその相補配列を含む、項目５０～５２のいずれか一項に記載のキッ
ト。
（項目６８）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの１つの塩基配列が、配列番号１３の塩基配列
またはその相補配列を含み、および前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配
列番号２３の塩基配列またはその相補配列を含む、項目５３、５４および５６のいずれか
一項に記載のキット。
（項目６９）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１４の塩基配列または
その相補配列を含み、および前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号
２３の塩基配列またはその相補配列を含む、項目５０～５２のいずれか一項に記載のキッ
ト。
（項目７０）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの１つの塩基配列が、配列番号１４の塩基配列
またはその相補配列を含み、および前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配
列番号２３の塩基配列またはその相補配列を含む、項目５３、５５および５６のいずれか
一項に記載のキット。
（項目７１）
検出オリゴヌクレオチドをさらに含む、項目５０～７０のいずれか一項に記載のキット。
（項目７２）
前記検出オリゴヌクレオチドが、トーチオリゴヌクレオチドまたはアクリジニウムエステ
ルプローブである、項目７１に記載のキット。
（項目７３）
前記トーチオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２４、２５、２６、２７、２８の
塩基配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を含む、項目７２に記載のキッ
ト。
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（項目７４）
ブロッカーオリゴヌクレオチドをさらに含む、項目５０～７３のいずれか一項に記載のキ
ット。
（項目７５）
前記ブロッカーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１、２、３、４、５、６、７
の塩基配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を含む、項目７４に記載のキ
ット。
（項目７６）
ターゲット捕捉オリゴヌクレオチドをさらに含む、項目５０～７５のいずれか一項に記載
のキット。
（項目７７）
前記ターゲット捕捉オリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２９、３０、３１、３２
、３３、３４、３５、３６の塩基配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を
含む、項目７６に記載のキット。
（項目７８）
ヘルパーオリゴヌクレオチドをさらに含む、項目５０～７７のいずれか一項に記載のキッ
ト。
（項目７９）
配列番号１３の塩基配列またはその相補配列を含む第一のＴ７プロバイダーオリゴヌクレ
オチドと、配列番号１４の塩基配列またはその相補配列を含む第二のＴ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドと、配列番号２３の塩基配列またはその相補配列を含むプライマーオリ
ゴヌクレオチドとを含む、Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイにおいて使用するためのキ
ット。
（項目８０）
配列番号２７の塩基配列またはその相補配列を含む検出オリゴヌクレオチドをさらに含む
、項目７９に記載のキット。
（項目８１）
配列番号６の塩基配列またはその相補配列を含むブロッカーオリゴヌクレオチドをさらに
含む、項目７９または８０に記載のキット。
（項目８２）
配列番号３１の塩基配列またはその相補配列を含むターゲット捕捉オリゴヌクレオチドを
さらに含む、項目７９～８１のいずれか一項に記載のキット。
（項目８３）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドが、ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核
酸配列に少なくとも９０％相補的である１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項目５０
～５２、５７、６７、および６９のいずれか一項に記載のキット。
（項目８４）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドが、ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核
酸配列に１００％相補的である１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項目５０～５２、
５７、６７、および６９のいずれか一項に記載のキット。
（項目８５）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドが、１つのミスマッチを伴う１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項
目５０～５２、５７、６７、または６９のいずれか一項に記載のキット。
（項目８６）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドが、２つのミスマッチを伴う１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項
目５０～５２、５７、６７、または６９のいずれか一項に記載のキット。
（項目８７）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
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リゴヌクレオチドが、３つのミスマッチを伴う１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項
目５０～５２、５７、６７、または６９のいずれか一項に記載のキット。
（項目８８）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドが、４つのミスマッチを伴う１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項
目５０～５２、５７、６７、または６９のいずれか一項に記載のキット。
（項目８９）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドが、５つのミスマッチを伴う１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項
目５０～５２、５７、６７、または６９のいずれか一項に記載のキット。
（項目９０）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、ターゲットとなる
前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に少なくとも９０％相補的である１５～３５のヌクレオチ
ド塩基を含む、項目５３～５６、５８～６２、６８、７０、または７９～８２のいずれか
一項に記載のキット。
（項目９１）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、ターゲットとなる
前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に１００％相補的である１５～３５のヌクレオチド塩基を
含む、項目５３～５６、５８～６２、６８、７０、７９～８２、または９０のいずれか一
項に記載のキット。
（項目９２）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、１つのミスマッチを伴う１５～３５のヌク
レオチド塩基を含む、項目５３～５６、５８～６２、６８、７０、７９～８２、または９
０のいずれか一項に記載のキット。
（項目９３）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、２つのミスマッチを伴う１５～３５のヌク
レオチド塩基を含む、項目５３～５６、５８～６２、６８、７０、７９～８２、または９
０のいずれか一項に記載のキット。
（項目９４）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、３つのミスマッチを伴う１５～３５のヌク
レオチド塩基を含む、項目５３～５６、５８～６２、６８、７０、７９～８２、または９
０のいずれか一項に記載のキット。
（項目９５）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、４つのミスマッチを伴う１５～３５のヌク
レオチド塩基を含む、項目５３～５６、５８～６２、６８、７０、７９～８２、または９
０のいずれか一項に記載のキット。
（項目９６）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、５つのミスマッチを伴う１５～３５のヌク
レオチド塩基を含む、項目５３～５６、５８～６２、６８、７０、７９～８２、または９
０のいずれか一項に記載のキット。
（項目９７）
２つ以上のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび１つ以上のプライマーオリゴヌク
レオチドを含む、Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイにおいて使用するためのキットであ
って、
　Ｌ．ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ、Ｌ．ｉｎｎｏｃｕａ、Ｌ．ｇｒａｙｉ、Ｌ．ｉｖａ
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ｎｏｖｉｉ、Ｌ．ｗｅｌｓｈｉｍｅｒｉ、Ｌ．ｍｕｒｒａｙｉ、およびＬ．ｓｅｅｌｉｇ
ｅｒｉが、前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイ条件下で増幅されるように、前記２つ
以上のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび前記１つ以上のプライマーオリゴヌク
レオチドが構成および配列され；
　Ｂｒｏｃｈｏｔｈｒｉｘ　ｔｈｅｒｍｏｓｐｈａｃｔａおよびＥｒｙｓｉｐｅｌｏｔｈ
ｒｉｘ　ｒｈｕｓｉｏｐａｔｈｉａｅが、前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイ条件下
で実質的に増幅されないように、前記２つ以上のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドお
よび前記１つ以上のプライマーオリゴヌクレオチドが構成および配列される、キット。
（項目９８）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの第一のものが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌ
クレオチド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補
的であるヌクレオチド位置にアデニンを含み、および
　前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの第二のものが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの
ヌクレオチド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相
補的であるヌクレオチド位置にグアニンを含む、
項目９７に記載のキット。
（項目９９）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、大腸菌１６Ｓ　ｒ
ＲＮＡの約３９８－４１７のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の
配列をターゲットにする、項目９７または９８に記載のキット。
（項目１００）
前記第一のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１３の塩基配列
またはその相補配列を含み、および前記第二のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの塩
基配列が、配列番号１４の塩基配列またはその相補配列を含む、項目９８に記載のキット
。
（項目１０１）
前記プライマーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約４８０－５０１のヌ
クレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットにする、項目
９７～１００のいずれか一項に記載のキット。
（項目１０２）
前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２３の塩基配列またはその相
補配列を含む、項目９７～１０１のいずれか一項に記載のキット。
（項目１０３）
検出オリゴヌクレオチドをさらに含む、項目９７～１０２のいずれか一項に記載のキット
。
（項目１０４）
Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよびプライマーオリゴヌクレオチドを使用して核
酸増幅アッセイを行うことを含む、サンプル中のＬｉｓｔｅｒｉａを検出するための方法
であって、
　前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約３６４－４
４０のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットにし
、
　前記プライマーオリゴヌクレオチドが、Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲッ
トにし、および
　前記増幅アッセイにおいて使用される前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび
前記プライマーオリゴヌクレオチドが、増幅すべき前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列の逆ス
トランドをターゲットにする、方法。
（項目１０５）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌクレオチド位
置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補的であるヌク
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レオチド位置にアデニンを含む、項目１０４に記載の方法。
（項目１０６）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌクレオチド位
置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補的であるヌク
レオチド位置にグアニンを含む、項目１０４に記載の方法。
（項目１０７）
第二のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドをさらに含む、項目１０４に記載の方法。
（項目１０８）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの１つが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌクレオ
チド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補的であ
るヌクレオチド位置にアデニンを含む、項目１０７に記載の方法。
（項目１０９）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの１つが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌクレオ
チド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補的であ
るヌクレオチド位置にグアニンを含む、項目１０７に記載の方法。
（項目１１０）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの第一のものが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌ
クレオチド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補
的であるヌクレオチド位置にアデニンを含み、および
　前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの第二のものが大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌ
クレオチド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補
的であるヌクレオチド位置にグアニンを含む、項目１０７に記載の方法。
（項目１１１）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約３９８－４１
７のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットにする
、項目１０４～１０６のいずれか一項に記載の方法。
（項目１１２）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、大腸菌１６Ｓ　ｒ
ＲＮＡの約３９８－４１７のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の
配列をターゲットにする、項目１０７～１１０のいずれか一項に記載の方法。
（項目１１３）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つの塩基配列が、配列番
号８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５の塩基配列およびそれらの相補配列から
選択される塩基配列を含む、項目１０７に記載の方法。
（項目１１４）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの１つの塩基配列が、配列番号１３の塩基配列
またはその相補配列を含む、項目１０７、１０８、または１１０のいずれか一項に記載の
方法。
（項目１１５）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの１つの塩基配列が、配列番号１４の塩基配列
またはその相補配列を含む、項目１０７、１０９、または１１０のいずれか一項に記載の
方法。
（項目１１６）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの前記第一のものの塩基配列が、配列番号１３
の塩基配列またはその相補配列を含み、および前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチド
の前記第二のものの塩基配列が、配列番号１４の塩基配列またはその相補配列を含む、項
目１１０に記載の方法。
（項目１１７）
前記プライマーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約４３９－５０５のヌ
クレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットにする、項目
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１０４～１１６のいずれか一項に記載の方法。
（項目１１８）
前記プライマーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約４８０－５０１のヌ
クレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットにする、項目
１０４～１１７のいずれか一項に記載の方法。
（項目１１９）
前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１６、１７、１８、１９、２
０、２１、２２、２３の塩基配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を含む
、項目１０４～１１７のいずれか一項に記載の方法。
（項目１２０）
前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２３の塩基配列またはその相
補配列を含む、項目１０４～１１９のいずれか一項に記載の方法。
（項目１２１）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１３の塩基配列または
その相補配列を含み、および前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号
２３の塩基配列または相補配列を含む、項目１０４～１０６のいずれか一項に記載の方法
。
（項目１２２）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの１つの塩基配列が、配列番号１３の塩基配列
またはその相補配列を含み、および前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配
列番号２３の塩基配列またはその相補配列を含む、項目１０７、１０８、および１１０の
いずれか一項に記載の方法。
（項目１２３）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１４の塩基配列または
その相補配列を含み、および前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号
２３の塩基配列またはその相補配列を含む、項目１０４、１０５、および１０６のいずれ
か一項に記載の方法。
（項目１２４）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの１つの塩基配列が、配列番号１４の塩基配列
またはその相補配列を含み、および前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配
列番号２３の塩基配列またはその相補配列を含む、項目１０７、１０９、および１１０の
いずれか一項に記載の方法。
（項目１２５）
検出オリゴヌクレオチドをさらに含む、項目１０４～１２４のいずれか一項に記載の方法
。
（項目１２６）
前記検出オリゴヌクレオチドが、トーチオリゴヌクレオチドまたはアクリジニウムエステ
ルプローブである、項目１２５に記載の方法。
（項目１２７）
前記トーチオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２４、２５、２６、２７、２８の
配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を含む、項目１２６に記載の方法。
（項目１２８）
ブロッカーオリゴヌクレオチドをさらに含む、項目１０４～１２７のいずれか一項に記載
の方法。
（項目１２９）
前記ブロッカーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１、２、３、４、５、６、７
の配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を含む、項目１２８に記載の方法
。
（項目１３０）
ターゲット捕捉オリゴヌクレオチドをさらに含む、項目１０４～１２９のいずれか一項に
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記載の方法。
（項目１３１）
前記ターゲット捕捉オリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２９、３０、３１、３２
、３３、３４、３５、３６の塩基配列およびそれらの相補配列から選択される塩基配列を
含む、項目１３０に記載の方法。
（項目１３２）
ヘルパーオリゴヌクレオチドをさらに含む、項目１０４～１３１のいずれか一項に記載の
方法。
（項目１３３）
配列番号１３の塩基配列またはその相補配列を含む第一のＴ７プロバイダーオリゴヌクレ
オチドと、配列番号１４の塩基配列またはその相補配列を含む第二のＴ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドと、配列番号２３の塩基配列またはその相補配列を含むプライマーオリ
ゴヌクレオチドとを使用して核酸増幅アッセイを行うことを含む、サンプル中のＬｉｓｔ
ｅｒｉａを検出するための方法。
（項目１３４）
配列番号２７の塩基配列またはその相補配列を含む検出オリゴヌクレオチドをさらに含む
、項目１３３に記載の方法。
（項目１３５）
配列番号６の塩基配列またはその相補配列を含むブロッカーオリゴヌクレオチドをさらに
含む、項目１３３または１３４に記載の方法。
（項目１３６）
配列番号３１の塩基配列またはその相補配列を含むターゲット捕捉オリゴヌクレオチドを
さらに含む項目１３３～１３５のいずれか一項に記載の方法。
（項目１３７）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドが、ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核
酸配列に少なくとも９０％相補的である１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項目１０
４、１０５、１０６、１１１、１２１、または１２３のいずれか一項に記載の方法。
（項目１３８）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドが、ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核
酸配列に１００％相補的である１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項目１０４～１０
６、１１１、１２１、または１２３のいずれか一項に記載の方法。
（項目１３９）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドが、１つのミスマッチを伴う１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項
目１０４～１０６、１１１、１２１、または１２３のいずれか一項に記載の方法。
（項目１４０）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドが、２つのミスマッチを伴う１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項
目１０４～１０６、１１１、１２１、または１２３のいずれか一項に記載の方法。
（項目１４１）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドが、３つのミスマッチを伴う１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項
目１０４～１０６、１１１、１２１、または１２３のいずれか一項に記載の方法。
（項目１４２）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドが、４つのミスマッチを伴う１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項
目１０４～１０６、１１１、１２１、または１２３のいずれか一項に記載の方法。
（項目１４３）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドが、５つのミスマッチを伴う１５～３５のヌクレオチド塩基を含む、項
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目１０４～１０６、１１１、１２１、または１２３のいずれか一項に記載の方法。
（項目１４４）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、ターゲットとなる
前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に少なくとも９０％相補的である１５～３５のヌクレオチ
ド塩基を含む、項目１０７～１１０、１１２～１１６、１２２、１２４、または１３３～
１３６のいずれか一項に記載の方法。
（項目１４５）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、ターゲットとなる
前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に１００％相補的である１５～３５のヌクレオチド塩基を
含む、項目１０７～１１０、１１２～１１６、１２２、１２４、１３３～１３６、または
１４４のいずれか一項に記載の方法。
（項目１４６）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、１つのミスマッチを伴う１５～３５のヌク
レオチド塩基を含む、項目１０７～１１０、１１２～１１６、１２２、１２４、１３３～
１３６、または１４４のいずれか一項に記載の方法。
（項目１４７）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、２つのミスマッチを伴う１５～３５のヌク
レオチド塩基を含む、項目１０７～１１０、１１２～１１６、１２２、１２４、１３３～
１３６、または１４４のいずれか一項に記載の方法。
（項目１４８）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、３つのミスマッチを伴う１５～３５のヌク
レオチド塩基を含む、項目１０７～１１０、１１２～１１６、１２２、１２４、１３３～
１３６、または１４４のいずれか一項に記載の方法。
（項目１４９）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、４つのミスマッチを伴う１５～３５のヌク
レオチド塩基を含む、項目１０７～１１０、１１２～１１６、１２２、１２４、１３３～
１３６、または１４４のいずれか一項に記載の方法。
（項目１５０）
ターゲットとなる前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列に相補的である前記Ｔ７プロバイダーオ
リゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、５つのミスマッチを伴う１５～３５のヌク
レオチド塩基を含む、項目１０７～１１０、１１２～１１６、１２２、１２４、１３３～
１３６、または１４４のいずれか一項に記載の方法。
（項目１５１）
２つ以上のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび１つ以上のプライマーオリゴヌク
レオチドを使用して核酸増幅アッセイを行うことを含む、サンプル中のＬｉｓｔｅｒｉａ
を検出するための方法であって、
　Ｌ．ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ、Ｌ．ｉｎｎｏｃｕａ、Ｌ．ｇｒａｙｉ、Ｌ．ｉｖａ
ｎｏｖｉｉ、Ｌ．ｗｅｌｓｈｉｍｅｒｉ、Ｌ．ｍｕｒｒａｙｉ、およびＬ．ｓｅｅｌｉｇ
ｅｒｉが、前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイ条件下で増幅されるように、前記２つ
以上のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび前記１つ以上のプライマーオリゴヌク
レオチドが構成および配列され；
　Ｂｒｏｃｈｏｔｈｒｉｘ　ｔｈｅｒｍｏｓｐｈａｃｔａおよびＥｒｙｓｉｐｅｌｏｔｈ
ｒｉｘ　ｒｈｕｓｉｏｐａｔｈｉａｅが、前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイ条件下
で実質的に増幅されないように、前記２つ以上のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドお
よび前記１つ以上のプライマーオリゴヌクレオチドが構成および配列される、方法。
（項目１５２）
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前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの第一のものが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡのヌ
クレオチド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相補
的であるヌクレオチド位置にアデニンを含み、および
　前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの第二のものが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの
ヌクレオチド位置４０７に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸配列内のヌクレオチド位置に相
補的であるヌクレオチド位置にグアニンを含む、
項目１５１に記載の方法。
（項目１５３）
前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドのうちの少なくとも１つが、大腸菌１６Ｓ　ｒ
ＲＮＡの約３９８－４１７のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の
配列をターゲットにする、項目１５１または１５２に記載の方法。
（項目１５４）
前記第一のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号１３の塩基配列
またはその相補配列を含み、および前記第二のＴ７プロバイダーオリゴヌクレオチドの塩
基配列が、配列番号１４の塩基配列またはその相補配列を含む、項目１５２に記載の方法
。
（項目１５５）
前記プライマーオリゴヌクレオチドが、大腸菌１６Ｓ　ｒＲＮＡの約４８０－５０１のヌ
クレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域内の配列をターゲットにする、項目
１５１～１５４のいずれか一項に記載の方法。
（項目１５６）
前記プライマーオリゴヌクレオチドの塩基配列が、配列番号２３の塩基配列またはその相
補配列を含む、項目１５１～１５５のいずれか一項に記載の方法。
（項目１５７）
検出オリゴヌクレオチドをさらに含む項目１５１～１５６のいずれか一項に記載の方法。
（項目１５８）
増幅された前記核酸の検出が、リアルタイムで行われる、項目１０４、１３３、または１
５１のいずれか一項に記載の方法。
（項目１５９）
Ｌｉｓｔｅｒｉａ　１６Ｓリボソーム核酸の４５０領域のフラグメントを増幅するように
計画された２つ以上の増幅オリゴヌクレオチドを含む、サンプル中のＬｉｓｔｅｒｉａを
検出するためのオリゴヌクレオチドのセット。
（項目１６０）
Ｌｉｓｔｅｒｉａ　１６Ｓリボソーム核酸を検出するための１つ以上のプローブをさらに
含む、項目１５９に記載のオリゴヌクレオチドのセット。
（項目１６１）
項目１５９に記載の増幅オリゴヌクレオチドを使用して核酸増幅アッセイを行うこと、お
よび増幅された核酸を項目１６０に記載の１つ以上のプローブで検出することを含む、サ
ンプル中のＬｉｓｔｅｒｉａの存在を検出するための方法。
（項目１６２）
Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよびプライマーオリゴヌクレオチドを含む、Ｌｉ
ｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイにおいて使用するためのオリゴヌクレオチドのセットであ
って、
　前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび前記プライマーが、大腸菌１６Ｓ　ｒ
ＲＮＡの約１１８０－１３７０のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域
内の配列をターゲットにし、ならびに
　前記増幅アッセイにおいて使用される前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび
前記プライマーオリゴヌクレオチドが、増幅すべき前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列の逆ス
トランドをターゲットにする、オリゴヌクレオチドのセット。
（項目１６３）
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Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよびプライマーオリゴヌクレオチドを含む、Ｌｉ
ｓｔｅｒｉａ核酸増幅アッセイにおいて使用するためのキットであって、
　前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび前記プライマーが、大腸菌１６Ｓ　ｒ
ＲＮＡの約１１８０－１３７０のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域
内の配列をターゲットにし、ならびに
　前記増幅アッセイにおいて使用される前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび
前記プライマーオリゴヌクレオチドが、増幅すべき前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列の逆ス
トランドをターゲットにする、キット。
（項目１６４）
Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよびプライマーオリゴヌクレオチドを使用して核
酸増幅アッセイを行うことを含む、サンプル中のＬｉｓｔｅｒｉａを検出するための方法
であって、
　前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび前記プライマーが、大腸菌１６Ｓ　ｒ
ＲＮＡの約１１８０－１３７０のヌクレオチド位置に対応するＬｉｓｔｅｒｉａ核酸領域
内の配列をターゲットにし、ならびに
　前記増幅アッセイにおいて使用される前記Ｔ７プロバイダーオリゴヌクレオチドおよび
前記プライマーオリゴヌクレオチドが、増幅すべき前記Ｌｉｓｔｅｒｉａ核酸配列の逆ス
トランドをターゲットにする、方法。
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